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路線バスでお出かけしませんか？
　町は社会実験事業として、 65歳以上の方または運転免許証を自主返納した方へ、路線バス

の乗車券を補助しています。補助を受けるには申請が必要です。

　また、申請された方へは会員証を交付し、町内協賛店舗にて各種サービスが受けられます。

▼事業目的

　高齢者の交通事故防止のため、運転免許証が返納されやすい環境づくりと、路線バスの利

用しやすい運行体系の整備などを目的としています。

▼補助内容

▼申請方法

▼申請期間

　　４月８日（金）～

【申し込み・問い合わせ先】

　　政策財務課　政策企画班　☎ ８４－１５０４

区分 対　象　者 補　助　内　容

①
町内在住で運転免許証を自主

返納した方
年間一律６,２５０円分の普通回数券

② 町内在住の65歳以上の方 年間24枚のエコノミー回数券

③
町・地区コミュニティセンタ

ーなどが主催する事業の参加者

居住地最寄りのバス停から、事業開催地最寄

りのバス停までの２枚のエコノミー回数券

区分 対  象  者 申　　請　　方　　法

①
運転免許証を自

主返納した方

・新たに自主返納される方

　返納手続きの際に、警察署の窓口で申請できます。

・すでに自主返納された方

　警察署が発行する「申請による運転免許の取消通知書」

または「運転経歴証明書」の写しを添えて町に申請してく

ださい。

② 65歳以上の方
役場にある申請書に必要事項を記入し、身分証明書の写し

を添えて町に申請してください。

③ 事業の参加者 事業主催者にお問い合わせください。

※普通回数券とは、会津乗合自動車㈱が発行する区間指定、有効期限のない乗車券。

※ エコノミー回数券とは、会津乗合自動車㈱が発行する区間指定があり、有効期限が発行した日から

１年間の片道乗車券。
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路線バス運行経路が変わりました
　４月１日（金）から、路線バス利用者の利便性の向上と交通手段確保のため、リオン・ドー

ル坂下店に停留所を新設し、ルート変更・バス時刻の変更を行いました。詳しくは会津坂下

町ホームページまたは会津バスホームページをご確認のうえ、お間違いの無いようにご乗車

ください。

【問い合わせ先】　政策財務課　政策企画班　　　☎ ８４－１５０４

 会津乗合自動車㈱坂下営業所　☎ ８３－０９７９

変更路線 方面 リオン・ドール坂下店停留所を経由する時間帯

杉山線
上り ８： 47 杉山発～17 ： 17 杉山発まで

下り ８： 10 坂下営業所発～18 ： 10 坂下営業所発まで

袋原線
上り 12 ： 27 袋原発～17 ： 12 袋原発まで

下り 11 ： 50 坂下営業所発～18 ： 10 坂下営業所発まで

御池田線 循環 12 ： 30 坂下営業所発～18 ： 15 坂下営業所発まで

海老沢線 循環 12 ： 30 坂下営業所発～18 ： 15 坂下営業所発まで

勝方線 循環 12 ： 35 坂下営業所発～18 ： 20 坂下営業所発まで

五ノ併線 循環 12 ： 35 坂下営業所発～18 ： 20 坂下営業所発まで

柳津線
上り ８： 20 柳津ふれあい館発～17 ： 00 柳津ふれあい館発まで

下り 10 ： 20 坂下営業所発～18 ： 10 坂下営業所発まで

坂下・医療
センター線

上り ９： 30 坂下営業所発～13 ： 00 坂下営業所発まで

下り ８： 45 会津医療センター発～14 ： 10 会津医療センター発まで

新設バス停

既存運行路線

変更後運行路線

▼停留所位置図

政策財務課　政策企画班からのお知らせ
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供用開始区域（平成28年４月１日）

供用開始済区域

現在の整備区域（認可区域）

処

【坂下中央処理区　供用開始区域図】

　合併処理浄化槽を設置される方に対し、平成28年度予算の範囲内で補助金を交付します。

　 

▼対象とならない区域

　○公共下水道認可区域(下水道整備が当分見込まれない場合は除く)

　○農業集落排水施設整備事業実施区域

▼補助対象の要件

　○単独処理浄化槽およびくみ取り便槽からの転換

　○住宅用途の浄化槽（併用住宅は、住宅部分の延床面積が１／２以上のものに限る）

▼平成28年度合併処理浄化槽補助金交付額

合併処理浄化槽設置整備事業補助金

▼単独処理浄化槽およびくみ取り便槽撤去費用

　単独処理浄化槽、くみ取り便槽撤去費用の補助については、上記の本体工事費に上乗せしての交付となります。

【問い合わせ先】　建設課　上下水道班　☎ ８４－１５３１

【増改築する場合】 【新築および更地にする場合】

建物の延面積 浄化槽の規模 金　　額

130㎡以下 ５人槽 352，000円

130㎡を超える ７人槽 441，000円

２世帯住宅 10人槽 588，000円

建物の延面積 浄化槽の規模 金　　額

130㎡以下 ５人槽 177，000円

130㎡を超える ７人槽 220，000円

２世帯住宅 10人槽 294，000円

○切り替えの要件

単独処理浄化槽からの切り替え 45，000円

くみ取り便槽からの切り替え 30，000円

※要件により該当しない場合もあります。詳しくはお問い合わせください。
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下水道（公共下水道・農業集落排水施設）
� への接続をお願いします
　町は、生活環境の改善および公共用水域の水質保全を図るため、公共下水道事業および農業集落排

水施設整備事業、合併処理浄化槽設置整備事業を行っています。

　公共下水道、農業集落排水施設の供用開始区域内にお住まいのみなさまは、下水道の役割をご理解

いただき、早期の接続をお願いします。

　公共下水道事業は、現在坂下東処理区および坂下中央処理区の管渠整備を実施しています。下記の区域につ

いて４月より供用開始となります。

【坂下東処理区】　（下図）

　新たに字小川原甲の一部が供用開始となります。

【坂下中央処理区】（右図）

　新たに字舘ノ下および字古町川尻の一部が供用開始となります。

◎下水道への接続（排水設備工事）は町の公認指定業者へ

　町は、排水設備を安心して設置していただけるよう「会津坂下町排水設備工事指定業者制度」を定めていま

す。指定業者は、法律や条令で定められている基準に合った排水設備を設置するために必要な技術を習得して

いるとともに、工事に必要な書類の作成や諸手続きについて申請者をサポートしており、町が指導と監督を行っ

ています。

【坂下東処理区　供用開始区域図】

処

供用開始区域（平成28年４月１日）

供用開始済区域

現在の整備区域（認可区域）

建設課　上下水道班からのお知らせ
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平成28年度介護予防事業のご案内
　年をとって体力が落ちたり、思うように体が動かなくなって介護を受けるようになるのは「仕方が

ないこと」ではありません。

　体力の低下やもの忘れなどを予防するため、運動を習慣づけたり外出や人との交流を積極的に行う

ことで心身の働きを活発にして、いつまでも元気で生き生きとした生活を維持していきましょう。

　町は、運動の習慣づけや人との交流のきっかけ作りのため、介護予防事業を地区公民館、自治会館・

集会所などを会場にして、少人数のグループに対して出前講座を行っています。

　介護予防事業の出前講座を申し込みたい団体・グループは下記問い合わせ先までご相談ください。

　※出前講座の回数に限りがございますので、お早めのお申し込みをお願いします。

【対象者】

　　65歳以上の方が対象です（男女を問いません）。ただし、次の方はご遠慮ください。

　　　・運動に支障となるような強い痛みのある方。

　　　・医師から運動制限を指示されている方。

【平成28年度出前講座】

実施回数：年８回

実施時期は申込団体との協議のうえ、決定します。

申込締切日：５月中旬

※申込団体数に限りがありますので、申込順を優先します。

「スーパーマルコ体操」とは、スーパーマルチコンポーネ

ント体操の略。従来のストレッチ中心の体操だけではなく、

頭を使ったり指先を使ったり歌ったり笑ったりと、あらゆ

るプログラムを組み合わせた体操です。

通年実施

実施時期は申込団体および講師と協議のうえ、決定します。

※申込団体数に限りがあります。

お口の機能の大切さや手入れの仕方を学ぶ「口腔ケア」、

食事バランスや認知症との関係を学ぶ「栄養改善」、家で行

えるリハビリや予防体操を学ぶ「理学療法士による体操教室」

などに関する講師を派遣します。

通年実施

実施時期は申込団体および講師と協議のうえ、決定します。

※申込団体数に限りがあります。

寝たきりや認知症の高齢者を在宅で介護している家族の方

に対し、介護方法の基礎知識や技能を身につけていただくた

め講師を派遣します。

【問い合わせ先】　生活課　保険年金班　高齢者支援係　（窓口⑤）　☎８４－１５１３

スーパーマルコ体操

介護予防教室

家族介護教室

生活課　保険年金班からのお知らせ
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◎対 象 幼稚園に未就園の０歳～３歳までのお子さんとその保護者

◎持 ち 物 上履き・飲み物（水かお茶）

◎注意事項　必ずお家の方の付き添いが必要です。

 お菓子やおもちゃは持ってこないでください。

 動きやすい服装でおいでください。

【問い合わせ先】　坂下南幼稚園　☎８３－２４１０　坂下東幼稚園　☎８３－８５９０

月　日

（午前９時30分～11時30分）

内　容

坂下南幼稚園 坂下東幼稚園

第1回 ５月25日（水）
【バンビィデー】

一緒に体を動かして遊びましょう。

第2回 ６月16日（木）

【良い歯の子の教室】

歯科衛生士さんのお話を聞いて、

虫歯予防に努めましょう。

【トトロの会読み聞かせ】

絵本の読み聞かせを通して、想像

の世界を楽しみましょう。

【自由保育参観日】

自由保育参観日ですので、保護者の方や一般の方も参加できます。

第3回 ７月５日（火）
【園庭で水・砂遊び】

広い園庭で夏の遊びを思いっきり楽しみましょう。

第4回 ９月７日（水）

【木の実シアターさんと一緒】

歌やダンス・パネルシアタ―など

を見て、楽しく遊びましょう。

【園庭で水・砂遊び】

広い園庭で水・砂を使っての遊び

を思いっきり楽しみましょう。

第5回 12月９日（金）

【わらべうた遊び】

懐かしいわらべうたを歌いながら

一緒に遊びましょう。

【遊びの広場体験】

園児が考えたいろいろな遊びを親

子で楽しみましょう。

【自由保育参観日】

自由保育参観日ですので、保護者の方や一般の方も参加できます。

坂下南・坂下東幼稚園からのお知らせ
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新着本の紹介
おすすめの新着本

本のタイトル 著者 出版社

山本覚馬（中央文庫） 松本健一／著 中央公論新社

終わった人 内館牧子／著 講談社

BAR 追分（ハルキ文庫） 伊吹有喜／著 角川春樹事務所

ブルーアウト 鈴木光司／著 小学館

午後二時の証言者たち 天野節子／著 幻冬舎

真実の 10 メートル手前 米澤穂信／著 東京創元社

ヘレン・ケラー：
学習まんが世界の伝記 NEXT

海野そら太／漫画 集英社

走れ！みらいのエースストライカ
ー：シリーズおしごとのはなし

吉野万理子／作 講談社

カエルのおでかけ 高畠那生／さく フレーベル館

『無戸籍の日本人』 『五代友厚』（河出文庫）

日本人なら誰もがある
はずの「戸籍」がない
まま生きている人が推
定1万人以上いるとい
われている実態を映し
たノンフィクション。

明治の大阪の指導者と
して、五代が世間にあ
まり知られていないこ
とに憤慨した無頼派作
家・織田が、五代を熱
く描いた歴史小説。

井戸まさえ／著
集英社

織田作之助／著
河出書房新社

『幹事のアッコちゃん』 『みんなのおばけ小学校』

さくっと読めて元気を
もらえるビタミン小説
の第3弾。今回も、背
中をバシッと叩いて導
いてくれるアッコさん
がさく裂です。

入学式の記念写真にお
ばけが写ってしまい、
みんなが転校してし
まった桜小学校。残っ
たのは先生と5人の生
徒。桜小はどうなる!?

柚木麻子／著
双葉社

市川宣子／作
佼成出版社 図書室利用時間のご案内

開館時間　午前8時30分～午後5時

木曜日のみ午前8時30分～午後7時

※木曜日が祭日の場合は午後5時まで

� （毎月第2火曜日は定休日）

� ☎�83-3010

☆まだまだほかにも新着本あります

図書室だより
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社

境
内
】・【
欅
・
坂
下
町
御
稷
神
社
境
内
】・

【
欅
・
廣
瀬
村
青
津
舘
】・【
水み

ず
な
ら楢

・
立

木
千
手
音
堂
】・【
杉
・
若
宮
村
白
狐
稲

荷
神
社
境
内
】
の
十
件
が
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
現
存
す
る
樹
木
が
ど
の
く

ら
い
生
長
し
た
の
か
、
町
民
が
ど
の
よ

う
に
努
力
し
守
っ
て
き
た
の
か
、
既
に

枯
れ
て
残
っ
て
い
な
い
樹
木
に
つ
い
て

も
、
忘
れ
去
ら
れ
た
伝
承
や
科
学
的
な

考
察
に
よ
り
自
然
の
変
化
を
知
る
こ
と

が
出
来
る
貴
重
な
資
料
で
あ
り
、
そ
の

内
容
を
シ
リ
ー
ズ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

 

町
史
編
さ
ん
室
　
☎
83
―

３
０
１
０
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男女共同参画社会の実現を目指して！
　今回の頑張ってる人は、保育士の新國瞬さんです。新國さんは勤務先であるばんげ保育所で唯一の男性

保育士で２才児を担当しています。また、１歳９か月のお子さんをもつお父さんです。インタビュアーは、

前回に引き続き男女共同参画推進会議委員の平野澄子さんです。

平野「保育士になろうとしたきっかけは何ですか？」

新國�「昔から自分よりも小さい子の面倒をみるのが好きで『保育士』という仕事が漠然と頭の片隅にはあ

りましたが具体化したのは高校３年生の時でした。」

平野「仕事で大変なこと、また良かったことはありますか。」

新國�「乳児に泣かれてしまったり保護者の方に『男の先生で大丈夫かしら？』と思われたり。逆に『心配

だったけれど先生で良かった』と言ってもらえたときはとても嬉しいです。また、子どもと一緒に感

動したり子どもの成長がみられることがすばらしいです。」

平野「仕事で心がけていることを教えてください。」

新國�「子ども達のちょっとした変化を見逃さないことです。例えば、元気がないなという時は何時に寝て

何時に起きたのか、朝ご飯は食べたのか、熱は？と保護者の方に記入してもらったチェック表を確認

し子ども達の状態を常に把握しています。」

平野「お父さん達に子育てのアドバイスを頂けますか。」

新國�「恥ずかしがらずに絵本を読んであげたり、子どもが気づい

た事に共感してあげること。『空が青いねぇ。』『電車が来た。』

と子どもが言ったら『本当だ。空が青いね。』『そうだねぇ、

電車がきたねぇ。』と反復してください。子どもは、【お父さ

んは僕（私）の話をちゃんと聞いてくれる】と感じるんです。」

平野「すてきなお話をありがとうございました。」

新國「こちらこそありがとうございました。」　

　保育士の仕事についてから『子どもがいない自分が偉そうにアドバイスしてもいいのか』というコンプ

レックスがあったという新國さん。親になり子育てを経験することによって自分の気持ちに幅が出て仕事

にプラスになったと話されていたのがとても印象的でした。

～ 会津坂下町の頑張ってる人に
インタビュー《第２弾》～

５月２５日（水）バンビィデー！

【問い合わせ先】　教育課　社会文化班  ☎８３－３０１０・スポーツクラブバンビィ ☎８３－２３０１

　今年も５月の最終水曜日に住民参加型イベント「バンビィデー」を開催します。みんなで健康づく

りに取り組みましょう！

みんなでスポーツ！健康づくり！

○各行政区単位、企業、学校、個人で運動に取り組む。

○バンビィデーのイベントプログラムに参加する。

  （５月25日には様々なイベントプログラムを企画しています！）

１　参加人数（団体の場合は団体名も）

２　参加種目（例えば・・・ウォーキング、犬と散歩、ラジオ体操、ストレッチなど）

　※職場や学校、行政区、サークルなどで参加した場合は、参加人数をまとめてご報告ください。

３　報告先　中央公民館・各地区コミュニティセンター・スポーツクラブバンビィ

バンビィデーへの参加をきっかけとして、日常的に運動やスポーツに親しみ、健康

で楽しく暮らせるように、そして会津坂下町がさらに明るく活力ある町をみんなで

つくりましょう！

参加方法

参加報告

教育課　社会文化班より
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その75

食育だより

【問い合わせ先】　健康管理センター　☎ ８３―１０００

☆★４月19日　食育の日・家庭料理の日★☆打ち豆煮

おふくろクッキング教室～食文化の継承～
　毎年恒例のおふくろクッキング教室を開催しました。おふく

ろクッキングは、家庭料理や郷土料理の調理実習をおこない、

作り方や料理のもつ意義などを伝承しています。平成27年度は

２回開催し、 15組32名の方が参加されました。

　第１回で調理した打ち豆は、古くから会津に伝わる加工法で、

豆を木の臼に乗せ、木づちで打ってつぶします。寒さの厳しい

時期につくると夏の初めごろまで持つので、保存食として重宝

されてきました。煮物だけでなく、味噌汁に入れると、大豆の

香りが一層増し、食が進みます。

～作り方～

①�にんじん、ごぼうは乱切りにする。

②�こんにゃくは湯通ししてアクを抜き、ちぎる。

③�凍り豆腐は水に戻して短冊切りにする。

④�さつま揚げは短冊切りにする。

⑤�打ち豆はさっと水洗いする。

⑥�鍋ににんじん、ごぼう、こんにゃく、水を入れ煮る。

　�Aの調味料を入れ、凍り豆腐、さつま揚げ、打ち豆を

　�入れて10分ほど煮込む。

　このような郷土料理は、作り手も食べる機会も減ってきています。しかし、これらはその土地の風土や

歴史、文化などを背景として暮らしの中で生まれてきたものです。これからも、この郷土料理を会津自慢

の味として、お子さんやお孫さんへ伝えていきたいですね。

◇第１回「じゅうねんぼたもち・こづゆ・
	 打ち豆煮・えご・みかん」

◇第２回「五目おこわ・豆腐のすまし汁・
	 紅白なます・フルーツヨーグルト」

��《材料》１人分

打ち豆…10ｇ　にんじん…12ｇ

ごぼう…20ｇ　こんにゃく…20ｇ

さつま揚げ・20ｇ　凍り豆腐…1/4個

水…………40ml

　　　しょうゆ…8ml　砂糖…1ｇ

　 　 料 理 酒…5ml

　　　　１人分　約110kcal

Ａ
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まちの話題

　
４
月
を
迎
え
生
活
や
職
場
環
境

が
変
わ
ら
れ
た
方
も
多
い
と
思
い

ま
す
。
町
で
は
新
採
用
職
員
６
名

と
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
１
名
が

新
た
に
配
属
と
な
り
ま
し
た
。
地

方
創
生
の
取
り
組
み
と
し
て
地
域

お
こ
し
協
力
隊
の
採
用
は
６
月
で

３
名
に
な
り
ま
す
。
今
後
、
移

住
・
定
住
支
援
や
地
域
づ
く
り
に

携
わ
っ
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
若
宮
と
高
寺
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
は
新
任
の
セ
ン

タ
ー
長
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
新

セ
ン
タ
ー
長
と
し
て
多
世
代
か
ら

親
し
ま
れ
る
地
域
づ
く
り
の
運
営

に
向
け
て
ご
活
躍
い
た
だ
き
ま

す
。
今
年
度
で
小
学
校
な
ど
の
統

合
か
ら
４
年
目
を
迎
え
、
子
ど
も

達
の
交
流
範
囲
は
広
が
り
、
同
世

代
と
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
成
長
し

て
い
ま
す
が
、
地
域
の
人
々
と
の

ふ
れ
あ
い
も
大
切
な
経
験
と
な
っ

て
い
ま
す
。
今
後
も
郷
土
愛
あ
ふ

れ
る
地
域
づ
く
り
に
向
け
、
み
な

さ
ん
一
緒
に
な
っ
て
歩
ん
で
い
き

ま
し
ょ
う
。

齋藤町長の
新年度を迎えて

国勢調査統計局長表彰
感謝状伝達式

坂下中学校３年生と
坂下東幼稚園児のふれあい

　
２
月
23
日
、
坂
下
中
学
校
の
３
年

生
14
名
が
預
か
り
保
育
の
時
間
に
坂

下
東
幼
稚
園
を
訪
れ
ま
し
た
。
中
学

生
は
、
子
ど
も
の
発
達
に
関
す
る
家

庭
科
の
授
業
の
一
環
で
、
２
学
期
か

ら
子
ど
も
が
喜
ぶ
お
も
ち
ゃ
の
作
成

を
し
て
き
ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
手

作
り
の
お
も
ち
ゃ
を
持
ち
込
み
、「
こ

う
や
っ
て
遊
ぶ
ん
だ
よ
」
な
ど
と
遊

び
方
を
教
え
て
あ
げ
る
と
、
初
め
は

緊
張
し
て
い
た
園
児
た
ち
も
次
第
に

打
ち
解
け
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し

て
い
ま
し
た
。

JA会津みどり・よつば地区和牛部会　様
県内産和牛65㎏寄付

　
２
月
29
日
、
Ｊ
Ａ
会
津
み
ど
り
・

よ
つ
ば
地
区
和
牛
部
会
様
よ
り
県
内

産
和
牛
65
㎏
の
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

牛
肉
の
寄
付
は
今
年
で
11
年
目
を
迎

え
、
食
育
事
業
の
一
環
と
し
て
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
日
寄
付
さ
れ
た
和
牛
は
３
月

７
日
に
幼
稚
園
、
小
・
中
学
校
の
給

食
で
ハ
ヤ
シ
ラ
イ
ス
と
し
て
提
供
さ

れ
、
和
牛
部
会
の
メ
ン
バ
ー
が
坂
下

南
・
坂
下
東
小
学
校
を
そ
れ
ぞ
れ
訪

問
し
児
童
た
ち
と
一
緒
に
和
牛
を
味

わ
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
牛
肉
が

児
童
た
ち
の
口
に
入
る
ま
で
辿
っ
て

き
た
経
過
を
和
牛
部
会
メ
ン
バ
ー
が

説
明
し
、
生
活
の
基
礎
と
な
る
食
ベ

物
の
重
要
性
に
つ
い
て
児
童
が
考
え

る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
２
月
18
日
、
長
年
に
わ
た
り
国
勢

調
査
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
調
査

員
に
対
し
て
贈
ら
れ
る
国
勢
調
査
統

計
局
長
表
彰
感
謝
状
の
伝
達
式
が
町

役
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
坂
下
町
の
表
彰
者
は
11
名
で
、
そ

の
う
ち
佐
瀬
雄
藏
さ
ん
、
青
柳
俊
二

さ
ん
、
大
川
原
善
藏
さ
ん
、
田
﨑
光

彦
さ
ん
、
小
池
秀
昭
さ
ん
が
来
庁
さ

れ
ま
し
た
。

　
年
々
調
査
自
体
が
困
難
に
な
っ
て

い
く
な
か
で
、
国
勢
調
査
に
尽
力
さ

れ
た
こ
と
を
う
け
て
の
表
彰
と
な
り

ま
し
た
。
今
後
一
層
の
活
躍
を
ご
期

待
し
ま
す
。
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TOWN TOPICS

平成27年度会津坂下町民憲章推進章贈呈式
　
３
月
８
日
、『
会
津
坂
下
町
民
憲
章
』

の
推
進
に
ふ
さ
わ
し
い
活
動
を
さ
れ
た

個
人
お
よ
び
団
体
へ
推
進
章
が
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。

○
受
賞
者
（
敬
称
略
）【
受
賞
理
由
】

・
秋
山
市
子
【
地
域
の
ク
リ
ー
ン
活
動
】

・
金
上
地
区
消
防
協
力
隊

【
自
主
防
災
活
動
、
災
害
時
に
お
け
る

初
期
消
火
（
対
応
）
体
制
の
確
立
】

・
大
堀
千
恵
子

【
茶
道
指
導
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
】

・
佐
藤
清
隆

【
相
撲
指
導
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
】

・
蓮
沼
孝
義

【
登
校
時
の
児
童
見
守
り
活
動
】

・
陽
だ
ま
り
の
会

【
日
本
舞
踊
の
継
承
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
】

・
詩
吟
　
千
鶴
道
場

【
詩
吟
の
継
承
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
】

・
会
津
農
林
高
等
学
校
　
人
と
種
を
つ

な
ぐ
会
津
伝
統
野
菜
専
攻
班

【
会
津
伝
統
野
菜
の
継
承
、
食
育
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
】

・
山
内
幸
一

【
登
校
時
の
児
童
見
守
り
活
動
】

平成27年度会津坂下町感謝状贈呈式
　
３
月
８
日
、
平
成
27
年
度
に
ご
寄
附
、

ご
寄
贈
い
た
だ
い
た
方
へ
の
感
謝
状
贈

呈
式
が
役
場
本
庁
舎
に
て
行
わ
れ
、
感

謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

○
受
賞
者
（
敬
称
略
）

・
石
綿
　
力

　
石
綿
　
美
和
子

・
西
会
津
観
光
有
限
会
社

　
代
表
取
締
役
　
中
村
　
英
明

・
八
重
尾
歌
謡
教
室

　
会
長
　
八
重
尾
　
恵
子

・
土
田
中
央
鉱
産
株
式
会
社

　
代
表
取
締
役
　
穴
澤
　
則
夫

・
陽
だ
ま
り
の
会

　
会
主
　
酒
井
　
紀
子

　
南
小
学
校
６
年
　
新
妻
　
和
音

・
阿
賀
の
竹
歌
謡
唄
舞
会

　
代
表
　
渡
部
　
卿
一

・
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
ば
ん
げ

　
会
長
　
佐
藤
　
弘
子

子ども人権教室の開催
　
３
月
１
日
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

（
わ
ん
ぱ
く
南
ク
ラ
ブ
）
で
人
権
擁
護

委
員
の
方
々
に
よ
り
『
子
ど
も
人
権
教

室
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
Ｄ
Ｖ
Ｄ

『
飛
べ
な
い
ホ
タ
ル
』
を
鑑
賞
し
、
い

じ
め
を
し
な
い
一
人
ひ
と
り
の
人
権
を

尊
重
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し

た
。
ま
た
、
人
権
擁
護
委
員
の
方
々
と

の
ふ
れ
あ
い
の
中
で
思
い
や
り
の
心
を

育
ん
で
い
ま
し
た
。

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
私
た
ち
の
街
の

相
談
パ
ー
ト
ナ
ー
で
す
。
い
じ
め
や
体

罰
な
ど
人
権
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
て

い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
戸
籍
環
境
班

　
　
　
　
　
　
　
　
☎
84
―

１
５
０
０

カラオケさぶちゃん会・北島三郎福島県後援会　様　
現金３万円寄付

　
３
月
20
日
、
さ
ぶ
ち
ゃ
ん
会
歌
唱

発
表
会
が
中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
、

主
催
者
を
代
表
し
て
カ
ラ
オ
ケ
さ
ぶ

ち
ゃ
ん
会
・
北
島
三
郎
福
島
県
講
演

会
の
丹
治
三
男
さ
ん
か
ら
「
町
の
福

祉
向
上
に
役
立
て
て
欲
し
い
」
と
現

金
３
万
円
が
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
寄
附
金
は
発
表
会
参
加
者

の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
に
よ
る
も
の
で
す
。
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まちの話題

卒園式・卒業式が行われました

　
３
月
23
日
は
、
坂
下
南
・
坂
下
東
小
学
校

で
卒
業
式
が
行
わ
れ
、
坂
下
南
小
83
名
、
坂

下
東
小
72
名
の
卒
業
生
が
新
た
な
一
歩
に
向

け
て
母
校
に
別
れ
を
告
げ
ま
し
た
。

　
担
任
の
先
生
の
呼
名
に
大
き
く
返
事
を
し
、

し
っ
か
り
と
校
長
先
生
の
目
を
見
て
卒
業
証

書
を
受
け
取
る
卒
業
生
は
、
最
上
級
生
と
し

て
下
級
生
た
ち
の
立
派
な
見
本
と
な
っ
て
い

ま
し
た
。「
別
れ
の
こ
と
ば
」
で
は
在
校
生

と
と
も
に
さ
ま
ざ
ま
な
思
い
出
を
振
り
返
り
、

卒
業
を
名
残
惜
し
く
感
じ
つ
つ
新
生
活
へ
決

意
を
新
た
に
し
た
よ
う
で
し
た
。

　
３
月
、
町
内
の
幼
稚
園
・
小
・
中
学
校
で

は
、
卒
園
式
・
卒
業
式
が
行
わ
れ
、
新
た
な

一
歩
に
向
け
て
旅
立
ち
ま
し
た
。

　
３
月
11
日
、
坂
下
中
学
校
で
行
わ
れ
た
卒

業
式
で
は
、
１
５
１
名
の
卒
業
生
が
た
く
さ

ん
の
笑
顔
と
少
し
の
涙
を
胸
に
学
び
舎
を
巣

立
ち
ま
し
た
。

　
卒
業
生
は
、
３
年
間
の
日
々
の
充
実
さ
が

感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
凛
と
し
た
態
度
で
式
に

臨
み
、
答
辞
を
述
べ
た
関
本
大
輝
く
ん
は
、

先
生
方
や
家
族
、
友
人
た
ち
へ
の
感
謝
と
と

も
に
「
私
た
ち
を
超
え
る
よ
う
な
、
素
晴
ら

し
い
坂
下
中
学
校
生
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
」

と
後
輩
た
ち
に
エ
ー
ル
を
贈
り
ま
し
た
。

　
３
月
18
日
に
は
、
坂
下
南
・
坂
下
東
幼
稚

園
に
お
い
て
卒
園
式
が
行
わ
れ
、
坂
下
南
幼

稚
園
64
名
、
坂
下
東
幼
稚
園
53
名
が
楽
し
い

思
い
出
の
つ
ま
っ
た
幼
稚
園
を
旅
立
ち
ま
し

た
。

　
卒
園
児
た
ち
は
、
保
護
者
の
方
や
先
生
方

に
見
守
ら
れ
な
が
ら
、
少
し
緊
張
し
た
様
子

で
入
場
し
ま
し
た
が
、
す
っ
か
り
お
に
い
さ

ん
、
お
ね
え
さ
ん
の
表
情
で
卒
園
証
書
を
受

け
取
り
、
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
へ
「
い
つ

も
あ
り
が
と
う
」
と
感
謝
の
言
葉
を
伝
え
る

姿
に
、
会
場
は
あ
た
た
か
な
感
動
に
包
ま
れ

ま
し
た
。

坂下中学校

坂下南幼稚園

坂下東幼稚園

坂下東小学校

坂下南小学校
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ばんげのいいとこ、みぃつけた!!　  Vol.4　四季菓匠��長岡家

手づくりにこだわったおいしさを守りつづけて

●情報お寄せください！●
あなたの知りたいお店やみんなに知ってほしいお店を教えて

ください。広報紙面に掲載します。自薦他薦は問いません。

産業課　商工観光班�☎ 83-5711　�FAX�83-5713

� E-mail�:�nigiwai@town.aizubange.fukushima.jp

四季菓匠　長岡家
営業時間：午前8時30分～午後6時30分
定 休 日：火曜日
会津坂下町字逆水23-2　☎93-5585

　四季菓匠長岡家さんはもともと浪江町の和菓子の銘店でしたが、東日本大震災

により一家で会津坂下町に避難されることとなりました。一昨年12月に会津坂下

町にお店を構えるまでは、会津を代表する、お菓子の蔵太郎庵さんに勤めながら

お店再開の準備をしていたそうです。創業は昭和３年、現在は３代目のご主人長

岡光広さんご夫妻が切り盛りしています。一番人気は創業当時からの看板商品で

ある「小石まんじゅう」で、絶妙な味噌の風味に白あんがよく合います。子ども

の頃、石けりをして遊んだ懐かしさをお菓子にしたもので浪江町でも愛されてき

た一品です。「１つ１つ手づくりのおいしさにこだわっています。」と奥さんの長

岡圭子さん。もちろん、保存料・着色料も使って

いません。「和菓子のおいしさは作って数時間。

その日の朝に作ったものをお客さんに食べてもら

いたいから。」と、和菓子作りは深夜から始まり

ます。また、季節の上生菓子は見た目にも美しく、上品な甘さで季節の移ろい

を感じさせてくれます。繊細で美しく、食べるのがもったいないほどの上生菓

子はご主人の技あってのもの。実はご主人、全国和菓子協会の最優秀技術賞を

３年連続で受賞しているのです。この賞を３年連続で受賞しているのはなんと

ご主人ただ１人…！！長岡家さんのお菓子は確かな技で受け継がれています。
看板商品「小石まんじゅう」１個90円
保存料･着色料不使用のなつかしい甘さ

季節の上生菓子　１個220円
上品な味わいが評判です。

会津坂下町防災マップを作成しました
　
近
年
の
自
然
災
害
に
よ
る
避
難
の
遅

れ
や
急
激
な
増
水
に
よ
り
、
尊
い
命
が

奪
わ
れ
る
災
害
が
全
国
各
地
で
発
生
し

て
い
ま
す
。

　
平
成
27
年
度
か
ら
県
で
行
っ
て
い
る

土
砂
災
害
警
戒
区
域
な
ど
の
指
定
等
を

み
な
さ
ん
に
お
知
ら
せ
す
る
た
め
、
こ

の
た
び
新
た
な
防
災
マ
ッ
プ
を
作
成

し
、
先
日
お
届
け
し
ま
し
た
。
こ
の
防

災
マ
ッ
プ
は
、
縮
尺
が
１
万
分
の
１
と

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
危
険
箇
所
の
把

握
・
避
難
所
へ
向
か
う
避
難
路
を
確
認

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
防
災
マ
ッ
プ

を
用
い
て
災
害
時
に
お
け
る
ご
家
族
の

待
ち
合
わ
せ
場
所
を
確
認
す
る
な
ど
、

防
災
に
つ
い
て
、
家
庭
内
で
話
し
合
い

を
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
総
務
課
　
危
機
管
理
班

　
☎
84
―

１
５
３
３

災害時相互協力協定を締結しました　
２
月
18
日
、
災
害
発
生
時
に
安
心
し
て
避
難

生
活
を
送
る
体
制
整
備
の
た
め
、
２
つ
の
協
定

を
締
結
し
ま
し
た
。

　
１
つ
目
は
福
祉
避
難
所
の
設
置
運
営
に
関
す

る
協
定
で
、
少
し
で
も
避
難
者
の
負
担
を
軽
減

す
る
た
め
、「
介
護
老
人
保
健
施
設 
な
ご
み
」

「
特
定
非
営
利
活
動
法
人 

清
扶
会
」「
住
宅
型

有
料
老
人
ホ
ー
ム 

こ
ば
ん
げ
ホ
ー
ム
」「
ケ
ア

ホ
ー
ム 

つ
ぼ
み
」「
デ
イ
サ
ー
ビ
ス 

し
な
の
き
」

の
５
つ
の
介
護
施
設
事
業
者
と
協
定
を
締
結
し

ま
し
た
。

　
２
つ
目
は
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
な
ど
の
供
給
協
力
に
関

す
る
協
定
で
、
災
害
時
の
迅
速
か
つ
円
滑
な
応

急
対
策
を
行
う
た
め
、
福
島
県
エ
ル
ピ
ー
ガ
ス

協
会
会
津
支
部
坂
下
方
部
会
と
協
定
を
締
結
し

ま
し
た
。



15

募　

集

「
ば
ん
げ
大
学
」
生
徒
募
集

　
５
月
よ
り
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
教
室

「
ば
ん
げ
大
学
」
を
開
講
し
ま
す
の

で
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

　
健
康
・
歴
史
・
時
事
問
題
な
ど
多

岐
に
わ
た
り
学
習
し
ま
す
。

　
興
味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
、
参
加

「
平
成
28
年
度
会
津
坂
下
町
個
人

住
宅
改
修
支
援
事
業
」
募
集
開
始

　
良
好
な
住
宅
ス
ト
ッ
ク
形
成
の
促

進
お
よ
び
町
民
の
方
々
の
リ
フ
ォ
ー

ム
需
要
喚
起
に
よ
る
地
域
経
済
の
活

性
化
を
目
的
と
し
、
町
内
施
工
業
者

へ
の
発
注
・
施
工
に
よ
り
住
宅
改
修

を
行
う
町
民
の
方
に
費
用
の
一
部
を

補
助
す
る
も
の
で
す
。

▼
補
助
対
象
者

・ 

会
津
坂
下
町
に
住
所
が
あ
り
、
同

住
所
に
住
宅
を
所
有
し
住
ん
で
い

る
方
で
、
町
税
等
お
よ
び
各
種
使

用
料
を
滞
納
し
て
い
な
い
方
。

・ 

平
成
27
年
度
ま
で
に
同
補
助
金
の

交
付
お
よ
び
会
津
坂
下
町
プ
レ
ミ

ア
ム
住
ま
い
る
券
の
交
付
を
受
け

て
い
な
い
方
。

ニ
コ
ニ
コ
ク
ラ
ブ
参
加
者
募
集

　
多
く
の
方
が
抱
え
て
い
る
関
節
の

痛
み
を
改
善
・
予
防
し
、
将
来
的
な

介
護
予
防
を
目
的
と
し
た
教
室
を
開

催
し
ま
す
。
関
節
痛
予
防
の
運
動
を

は
じ
め
、
脳
を
活
性
化
す
る
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
も
取
り
入
れ
な
が

ら
、
元
気
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
い
き
い
き
と
し
た

生
活
を
送
る
た
め
に
、
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

▼
開
催
時
期
　

　
前
期
　
５
月
～
９
月

　
後
期
　
10
月
～
３
月

　
月
２
回
　
開
催
予
定

※ 

詳
し
い
日
程
に
つ
い
て
は
、
申
し

込
み
後
に
改
め
て
通
知
し
ま
す
。

▼
場
所
　

　
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
者

　
40
歳
以
上
の
男
女

※ 

医
師
か
ら
運
動
制
限
の
指
示
を
受

け
て
い
る
方
、
要
介
護
認
定
を
受

け
て
い
る
方
は
対
象
外
と
な
り
ま

す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
方
法

　
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
電
話

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
限

　
４
月
28
日
（
木
）
ま
で

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
生
活
課
　
保
険
年
金
班
　
高
齢
者

　
支
援
係

　
☎
84
―

１
５
１
３

　
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

　
☎
83
―

１
０
０
０

「
放
課
後
子
ど
も
教
室
」

活
動
指
導
員
募
集

　
町
は
、
坂
下
南
小
学
校
・
坂
下
東

小
学
校
で
放
課
後
の
子
ど
も
の
居
場

所
づ
く
り
と
、
様
々
な
体
験
活
動
を

通
じ
て
子
ど
も
を
健
や
か
に
育
む
た

め
「
放
課
後
子
ど
も
教
室
」
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
活
動

支
援
を
し
て
い
た
だ
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
募
集
し
ま
す
。

▼
活
動
場
所

○
坂
下
南
小
学
校

　
中
央
公
民
館
・
町
民
体
育
館

○
坂
下
東
小
学
校

　
学
校
内
お
よ
び
周
辺

▼
活
動
日
・
時
間

　
週
２
日
　
放
課
後
午
後
５
時
く
ら

い
ま
で
　

▼
報
酬

　
１
時
間
あ
た
り
５
０
０
円

▼
申
込
期
限

　
４
月
28
日
（
木
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
中
央
公
民
館

　
☎
83
―

３
０
１
０

成
人
式
実
行
委
員
募
集

〝
一
生
に
一
度
〟
の
成
人
式
を

　
　
心
に
残
る
成
人
式
に
・
・
・

　
　
仲
間
と
と
も
に
創
ろ
う
！

　
町
は
、
今
年
も
８
月
15
日
に
夏
の

成
人
式
を
開
催
し
ま
す
。

　
新
成
人
の
手
に
よ
る
有
意
義
な
式

典
と
す
る
た
め
、
み
な
さ
ん
の
意
見

を
取
り
入
れ
た
式
の
企
画
・
運
営
な

ど
に
協
力
し
て
い
た
だ
け
る
実
行
委

員
を
募
集
し
ま
す
。

▼
該
当
者

　
平
成
７
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
８

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
で
、

会
津
坂
下
町
に
住
所
を
有
す
る
方
お

よ
び
、
町
内
小
・
中
学
校
に
在
籍
し

て
い
た
方
。

▼
定
員

　
先
着
10
名
程
度

▼
申
込
方
法

①
本
人
来
館
②
電
話
③
Ｆ
Ａ
Ｘ 

④
メ
ー
ル
　（cy

u
o
u

@
to

w
n

.a
izu

　b
a
n

g
e.fu

k
u

sh
im

a
.jp

）

※ 

③
④
の
場
合
は
、
氏
名
・
住
所
・

生
年
月
日
・
連
絡
先
電
話
番
号
を

明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
限
　

　
５
月
27
日
（
金
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　

　
教
育
課
　
社
会
文
化
班
（
中
央
公

　
民
館
）

　
☎
83
―

３
０
１
０

　
FAX
　83
―

４
４
９
８

※
成
人
式
の
案
内

　
該
当
さ
れ
る
方
に
は
、
後
日
会
津

坂
下
町
の
実
家
へ
通
知
し
ま
す
。

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
者

　
町
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
方

▼
日
時

　
５
月
か
ら
平
成
29
年
３
月
（
年
10

回
開
催
予
定
）

▼
参
加
費

　
１
０
０
０
円
（
保
険
代
な
ど
）

▼
申
込
方
法

　
申
込
書
に
参
加
費
を
添
え
て
、
中

央
公
民
館
ま
で
（
申
込
用
紙
は
中
央

公
民
館
に
あ
り
ま
す
）

▼
申
込
期
限
　

　
５
月
13
日
（
金
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　

　
教
育
課
　
社
会
文
化
班
（
中
央
公

　
民
館
）

　
☎
83
―

３
０
１
０

▼
補
助
対
象
物

　
会
津
坂
下
町
に
住
所
を
有
す
る
事

業
主
へ
の
発
注
お
よ
び
施
工
を
条
件

と
し
、
次
の
①
・
②
に
該
当
す
る
用

途
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

①
個
人
住
宅

② 

兼
用
住
宅 

（
住
居
と
一
体
と
な
っ

た
建
物
の
う
ち
、
住
居
部
分
お
よ

び
店
舗
部
分
が
対
象
と
な
り
ま

す
。）

▼
補
助
金
の
額

　
10
万
円
以
上
の
工
事
が
対
象
と
な

り
、
対
象
工
事
の
10
％
（
千
円
単

位
）
を
補
助
す
る
。
補
助
金
の
上
限

は
10
万
円
。

▼
町
内
業
者
の
施
工
が
条
件

　
町
内
に
本
社
（
店
）
が
あ
る
法
人

ま
た
は
町
内
に
支
店
・
営
業
所
が
あ

り
、
そ
の
支
店
な
ど
の
代
表
者
に
契

約
締
結
、
代
金
の
請
求
お
よ
び
受
領

の
権
限
を
委
任
し
て
い
る
法
人
、
ま

た
は
、
町
内
に
住
所
が
あ
る
個
人
事

業
主
。

▼
申
請
受
付
期
間

　
４
月
20
日（
水
）～
10
月
28
日（
金
）

※ 

申
請
が
受
理
さ
れ
た
順
に
よ
り
、

予
算
に
達
し
次
第
に
受
付
は
終
了

と
な
り
ま
す
。

※ 

補
助
対
象
工
事
お
よ
び
申
請
時
に

必
要
な
書
類
、
完
了
時
に
必
要
な

書
類
に
つ
い
て
は
左
記
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
建
設
課
　
都
市
土
木
班
　
土
木
建

　
築
係

　
☎
84
―

１
５
０
６
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募　

集

み
ん
な
で
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

参
加
者
募
集

　
生
活
習
慣
病
の
予
防
や
健
康
の
維

持
・
増
進
、
将
来
的
な
介
護
予
防
を

目
的
に
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
基
本
的
な
歩
き
方

か
ら
ス
ト
レ
ッ
チ
に
至
る
ま
で
、
講

師
と
共
に
楽
し
く
活
動
し
て
い
ま
す
。

い
つ
で
も
誰
で
も
気
軽
に
で
き
る
運

動
習
慣
と
し
て
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を

始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

▼
開
催
時
期
　

　
５
月
～
翌
年
３
月
ま
で
　
　

　
月
１
回
　
　
全
11
回
開
催
予
定

※ 

詳
し
い
日
程
に
つ
い
て
は
、
申
し

込
み
後
に
改
め
て
通
知
し
ま
す
。

▼
場
所

　
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
屋
外

▼
対
象
者

　
40
歳
以
上
の
男
女

※ 

医
師
か
ら
運
動
制
限
の
指
示
を
受

け
て
い
る
方
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
限

　
４
月
28
日
（
木
）
ま
で

▼
申
込
方
法

　
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
電
話

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
生
活
課
　
保
険
年
金
班
　
国
保
年

　
金
係

　
☎
84
―

１
５
０
１

　
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

　
☎
83
―

１
０
０
０

住宅にお困りの方を対象に、町営住宅の入居者を募集します（４月募集分）

▼募集住宅の区分　　☆既存空き家住宅　３戸

【募集住宅】

● 古町川尻団地については駐車場がありませんので、車を所有している方は民間駐車場を借りることを条件

とします。

●中岩田南団地については駐車場（１台分）を設置してあります。（別途駐車場使用料：毎月2,500円かかります。）

●中岩田南団地については原則単身者のみの入居の申し込みはできません。

●今回募集する住宅はいずれもエレベーターがありません。

●今後の退去状況などにより、募集戸数が増減する場合があります。

※いずれの住宅も、家賃は収入により異なります。

▼入居予定時期　５月下旬

▼入居資格　次の⑴～⑺すべて満たす事が条件です。

⑴現に住宅に困窮していることが明らかなこと。

⑵ 地方税および上下水道使用料などを滞納していな

いこと。

⑶ 過去において公営住宅に入居していた方およびそ

の配偶者が入居する場合は、過去の家賃を滞納し

ていない方。

⑷ 世帯の収入が、公営住宅法により定められた収入

額以下であること。（月収158,000円未満）

⑸入居しようとする者が暴力団員でないこと。

⑹単身入居の場合は、次のいずれかに該当すること。

①昭和31年４月１日以前に生まれた方

②身体障害者手帳(１～４級)所持者

③精神障害者手帳(１～２級)所持者

④知的障がい者(精神障がいに相当する程度)

⑤戦傷病者手帳(特別項症～第一款症)所持者

⑥ 原子爆弾被爆者(厚生労働大臣の認定を受けた

方)

⑦生活保護法に基づく被保護者など

⑺その他

① 団地内のルールを守り、お互いに協力して円滑

な共同生活ができる方

②家賃の支払など契約条項を遵守できる方

▼申込方法　	【申し込みに必要な書類】

○ 町営住宅入居申込書（建設課都市土木班にあり

ます。）

○住民票謄本（市町村の戸籍窓口で交付）

＊ 入居者全員の本籍･続柄･世帯主が記載されて

いるもの

＊ 別居扶養親族がいる場合はその方の分も必要

です。

○所得を証明できる書類（所得証明書など）

＊ 18歳以上の入居者全員。所得のない方も必要

です。ただし、高校生・大学生は学生証の写し。

＊ 18歳未満の方でも収入のある方は所得証明書

が必要です。

○納税証明書（市町村の税務窓口で交付）

＊ 他市町村に住所がある方は、当該年度および

過去２か年分の納税証明書が必要です。

○婚約証明書（婚約中の方が申し込む場合）

○現在お住まいのアパートの賃貸借契約書写し

▼受付期間

　４月８日(金)～28日(木)　

（土・日・祝日を除く午前８時30分～午後５時15分）

▼申し込み・問い合わせ先

　建設課　都市土木班　☎ ８４－１５０６

住宅名/戸数 住　　所 住宅の構造 タイプ 家　賃 床面積 学　　区

古町川尻団地/2戸

1号棟108号室（4階）

1号棟207号室（4階）

字古町川尻426

（緑町）

鉄筋コンク

リート造

４階建

3DK
11,800～

17,500円
57.2㎡ 小学校/坂下東小学校

中岩田南団地/1戸

1号棟101号室（1階）

字中岩田10

（新町）

鉄筋コンク

リート造 

３階建

3DK
22,900～

34,000円
68.7㎡ 小学校/坂下南小学校
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健
康
・
子
育
て

都
道
府
県
知
事
な
ど
へ
の
届
出
が
必

要
に
な
り
ま
す

　
こ
れ
ま
で
は
１
日
に
保
育
す
る
乳

幼
児
の
数
が
６
人
以
上
の
認
可
外
保

育
施
設
や
認
可
外
の
訪
問
型
保
育
事

業(

い
わ
ゆ
る
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
事

業)

を
行
う
場
合
に
、
原
則
、
届
出

が
必
要
で
し
た
が
、
４
月
以
降
は
１

日
に
保
育
す
る
乳
幼
児
の
数
が
１
人

以
上
の
場
合
に
、
届
出
が
必
要
と
な

り
ま
す
。（
た
だ
し
、
臨
時
に
設
置

さ
れ
る
場
合
な
ど
は
除
き
ま
す
。）

▼	

届
出
対
象
と
な
る
１
日
に
保
育
す

る
乳
幼
児
の
数
　
１
人
以
上

▼
届
出
先

○
個
人
の
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー

　
お
住
ま
い
の
都
道
府
県
へ
届
出

○
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
事
業
者

　
事
業
所
が
所
在
す
る
都
道
府
県
へ

　
届
出

※ 

な
お
、
す
で
に
届
出
を
し
て
い
て

も
、
子
ど
も
の
預
か
り
サ
ー
ビ
ス

の
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
イ
ト
を
活
用
し

て
事
業
を
実
施
し
て
い
る
方
は
、

利
用
し
て
い
る
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
イ

ト
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
届
け
出
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

定
期
的
に
研
修
を
受
け
ま
し
ょ
う

　
認
可
外
保
育
施
設
指
導
監
督
基
準

に
、
認
可
外
保
育
施
設
お
よ
び
認
可

１
人
で
も
乳
幼
児
を
保
育
す
る

（
預
か
る
）
事
業
を
行
う
み
な

さ
ま
へ

外
の
訪
問
型
保
育
施
設
事
業
者
は
、

「
保
育
従
事
者
の
人
間
性
及
び
専
門

性
の
向
上
に
努
め
る
こ
と
」
と
さ
れ

て
い
ま
す
。 

保
護
者
が
安
心
し
て

子
ど
も
を
預
け
ら
れ
る
よ
う
に
積
極

的
に
研
修
を
受
講
し
保
育
従
事
者
の

質
の
向
上
に
努
め
る
こ
と
が
必
要
で

す
。

　
認
可
外
の
訪
問
型
保
育
事
業
や
１

日
に
保
育
す
る
乳
幼
児
の
数
が
５
人

以
下
の
認
可
外
保
育
施
設
は
、
研
修

の
受
講
状
況
も
届
出
事
項
で
す
。

※
研
修
の
受
講
に
つ
い
て
は
、
届
出

先
の
都
道
府
県
な
ど
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
福
島
県 

保
健
福
祉
部

　
子
ど
も
未
来
局 
子
育
て
支
援
課

　
☎
０
２
４
―

５
２
１
―

８
２
０
５

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

▼
実
施
日
　
４
月
15
日
（
金
）

▼
場
所
・
時
間

○
八
洲
ゴ
ム
工
業
㈱

　
午
前
10
時
～
正
午

○
坂
下
厚
生
病
院

　
午
後
２
時
～
５
時

▼
対
象
者

①
16
～
69
歳
の
方

※ 

65
歳
以
上
の
方
は
60
～
64
歳
ま
で

に
献
血
経
験
の
あ
る
方

②
体
重
　
男
性
45
㎏
以
上
の
方

　
　
　
　
女
性
40
㎏
以
上
の
方

③ 

過
去
に
輸
血
を
受
け
た
経
験
が
な

く
、
現
在
健
康
な
方
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー 

　
☎
83
―

１
０
０
０

は
か
り
の
定
期
検
査
を
受
検
し

ま
し
ょ
う

暮
ら
し

　
商
店
・
工
場
・
直
売
所
・
病
院
・

調
剤
薬
局
な
ど
で
取
引
や
証
明
に
使

用
す
る
「
は
か
り
」
は
、
そ
の
正
確

性
を
確
認
す
る
た
め
、
２
年
に
１
回

定
期
検
査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　
会
津
坂
下
町
は
平
成
28
年
が
定
期

検
査
の
実
施
年
と
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
忘
れ
ず
に
受
検
し
ま
し
ょ
う
。

▼
日
時

　
10
月
29
日(

木)

　
午
後
１
時
30
分
～
４
時

▼
場
所
　

　
会
津
坂
下
町
役
場
　
東
分
庁
舎

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
福
島
県
計
量
検
定
所

　
☎
０
２
４
―

５
２
１
―

１
１
１
１

　
産
業
課
　
商
工
観
光
班

　
☎
83
―

５
７
１
１

軽
自
動
車
税
の
減
免
に
つ
い
て

　
身
体
な
ど
に
障
が
い
の
あ
る
方
の

軽
自
動
車
税
に
つ
い
て
は
、
一
定
の

要
件
に
該
当
す
る
場
合
、
納
税
義
務

者
の
申
請
に
よ
り
障
が
い
の
あ
る
方

１
人
に
つ
き
１
台
に
限
り
、
軽
自
動

車
税
を
減
免
し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、

自
動
車
税
（
県
税
）
と
重
複
し
て
減

免
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
申
請
は
毎
年
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
前
年
度
減
免
対
象
車
両
の

納
税
義
務
者
の
方
に
は
、
４
月
上
旬

に
減
免
申
請
書
を
送
付
し
ま
す
。

▼
申
請
期
間

　
５
月
２
日
（
月
）
～
31
日
（
火
）

▼
必
要
な
も
の

・
身
体
障
が
い
者
手
帳
な
ど

・
運
転
免
許
証
（
運
転
す
る
方
）

・
車
検
証

・
印
鑑

・ 

申
請
書
（
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）

▼
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

　
総
務
課
　
税
務
管
理
班

　
☎
84
―

１
５
０
２

▼	

自
動
車
税
の
減
免
に
つ
い
て
の
問

い
合
わ
せ
先

　
福
島
県
会
津
地
方
振
興
局
県
税
部

　
☎
29
―

５
２
６
１

「
国
民
年
金
学
生
納
付
特
例
制

度
」
の
ご
案
内

　
20
歳
以
上
の
方
は
、
学
生
で
あ
っ

て
も
国
民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
学
生
の
方
は
申
請
に
よ

り
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶

予
さ
れ
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
以
下

に
よ
り
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
対
象

　
学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
大
学

（
大
学
院
）、
短
期
大
学
、
専
修
学

校
お
よ
び
各
種
学
校
（
修
業
年
限
１

年
以
上
で
あ
る
課
程
）
に
在
学
す
る

学
生

▼
持
参
物
　

①
年
金
手
帳

② 

平
成
28
年
度
有
効
の
学
生
証
（
コ

ピ
ー
の
場
合
は
両
面
）
ま
た
は
在

学
証
明
書

③
印
鑑
（
本
人
署
名
の
場
合
は
不
要
）

④ 

前
年
以
降
に
会
社
を
退
職
し
て
学

生
に
な
ら
れ
た
方
は
、
退
職
を
確

認
で
き
る
書
類
（
雇
用
保
険
受
給

資
格
者
証
な
ど
の
公
的
機
関
の
証

明
書
）

※ 

学
生
納
付
特
例
の
承
認
を
受
け
た

次
年
度
も
在
学
予
定
で
あ
る
場
合
、

４
月
初
め
に
再
申
請
の
用
紙
が
日

本
年
金
機
構
か
ら
送
ら
れ
て
き
ま

す
の
で
、
必
要
事
項
を
記
入
の
上

ご
返
送
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
　
　
　
　

　
会
津
若
松
年
金
事
務
所

　
☎
27
―

５
３
２
１

　
生
活
課
　
保
険
年
金
班
　

　
☎
84
―

１
５
０
１

「
広
報
あ
い
づ
ば
ん
げ
」
の
発

行
日
が
変
わ
り
ま
す
！

　
５
月
号
よ
り
、
広
報
誌
の
発
行
日

が
左
記
の
と
お
り
変
更
と
な
り
ま
す

の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
発
行
日
　
毎
月
25
日

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
政
策
財
務
課
　
政
策
企
画
班
　
情

　
報
統
計
係

　
☎
84
―

１
５
０
９
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犬の登録と狂犬病予防注射を実施します

　平成28年度の犬の登録と狂犬病予防注射を下記の日程で実施します。該当する飼い主さんは最寄りの会場

までお越しください。

※犬の登録は、随時戸籍環境班で受け付けています。

▼注意事項

　○当日の注射は健康な犬に限らせていただきます。 　○犬を扱いなれた人が連れてきてください。

　○首輪は必ず付け、注射時もはなさないでください。 ○かみつき癖のある犬には、口輪をつけてください。

　○引き綱は短く持ち、犬の突発的行動に対処できるような服装でおいでください。

　○フンを始末する道具を必ず持ってきてください。

※飼い犬が死亡したときや、登録内容について変更が生じた場合は、下記までお問い合わせください。

【問い合わせ先】　生活課　戸籍環境班　☎８４－１５００

◇ 予防注射を受ける際には問診票の提出が必要となります。犬の登録をされている方には通知文書とあわせ

て送付しますので、記入のうえご持参ください。

◇つり銭のないようご協力ください。

登録の種類 費　　　用 受付方法

町に登録さ

れている犬

１頭につき ３,２００円

〔集合注射料2,650円＋注射済票

550円〕

個人通知書および問診票を送付しますので、記入のうえ

必ず持参してください。

新たに登録

される犬

１頭につき ６,２００円

〔登録料3,000円＋集合注射料

2,650円＋注射済票550円〕

会場に用意してある申請書に記入していただきますので、

早めにおいでください。

期　　日 場　　所 期　　間

４月26日

(火)

高寺コミュニティーセンター 午前９時20分～９時50分

坂本コミュニティーセンター 午前10時20分～10時50分

旧八幡コミュニティーセンター 午前11時20分～正午

若宮コミュニティーセンター 午後１時40分～２時20分

金上コミュニティーセンター 午後２時50分～３時30分

４月27日

(水)

長井会館 午前９時20分～９時50分

川西コミュニティーセンター 午前10時20分～11時

旧広瀬コミュニティーセンター 午前11時30分～12時10分

健康管理センター 午後１時40分～３時30分

▼平成28年	狂犬病予防注射（集合注射）日程表

注射実施会場の流れ

① 受付・問診票提出

② 予防注射実施

③ 料金支払い

※ 問診票の内容を獣医が確認し、

注射の可・否を判断します。

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
実

施
さ
れ
て
い
ま
す

　
新
し
い
年
度
が
始
ま
り
、
子
ど
も

や
高
齢
者
の
活
動
も
増
え
る
こ
の
時

期
に
、
交
通
安
全
思
想
の
啓
蒙
の
た

め
に
、
毎
年
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

▼
期
間
　

　
４
月
６
日
（
水
）
～
15
日
（
金
）

ま
で
の
10
日
間

▼
ス
ロ
ー
ガ
ン
　

　
　
し
ん
ご
う
が
　

　
　
　
あ
お
で
も
よ
く
み
る
　

　
　
　
　
み
ぎ
ひ
だ
り

▼
運
動
の
重
点

▽
運
動
の
基
本

○ 

子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故

防
止

▽
重
点

○
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

○ 

後
部
座
席
を
含
め
た
全
て
の
座

席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ

ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の

徹
底

　
○
飲
酒
運
転
の
根
絶

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
総
務
課
　
危
機
管
理
班

　
☎
84
―

１
５
３
３

暮
ら
し
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暮
ら
し

固
定
資
産
税
課
税
台
帳
縦
覧
に

つ
い
て

　
平
成
28
年
度
固
定
資
産
税
課
税
台

帳
の
縦
覧
が
で
き
ま
す
。

▼
縦
覧
日
時

　
４
月
１
日（
金
）～
５
月
２
日（
月
）

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

　（
土
・
日
・
祝
祭
日
を
除
く
）

▼
場
所
　
総
務
課
　
税
務
管
理
班

▼
縦
覧
で
き
る
方

　
・
納
税
義
務
者
本
人
　
・
納
税
管

理
人
　
・
納
税
義
務
者
か
ら
委
任
を

受
け
た
方
（
委
任
状
が
必
要
）

▼
持
参
品

　
印
鑑
ま
た
は
本
人
と
確
認
で
き
る

も
の
（
運
転
免
許
証
な
ど
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
総
務
課
　
税
務
管
理
班

　
☎
84
―

１
５
０
２

平成28年度町税等納期一覧表

町税等は納期内に納めましょう！

▼町税などに関しての問い合わせ先

総務課　税務管理班（固定資産税・町県民税・軽自動車税） ☎ ８４－１５０２

生活課　保険年金班（国民健康保険税） ☎ ８４－１５０１

 （介護保険料・後期高齢者保険料） ☎ ８４－１５１３

建設課　上下水道班（水道料金・下水道使用料・農業集落排水使用料） ☎ ８４－１５３０

建設課　都市土木班（住宅使用料） ☎ ８４－１５０６

子ども課　子ども支援班（児童福祉負担金） ☎ ８３－３７１２

月 納期限
固定

資産税

町県民

税

軽自動車

税

国民健康

保険税

介護

保険料

後期高齢

者保険料

水道料金

下水・農集

排使用料

住宅

使用料

児童福祉

負担金

４月 ５月２日 ○ ○ ○ ○

５月 ５月31日 ○ ○ ○ ○

６月 ６月30日 ○ ○ ○ ○

７月 ８月１日 ○ ○ ○ ○ ○ ○

８月 ８月31日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

９月 ９月30日 ○ ○ ○ ○ ○ ○

10月 10月31日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

11月 11月30日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

12月 12月28日 ○ ○ ○ ○ ○ ○

１月 １月31日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

２月 ２月28日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

３月 ３月31日 ○ ○ ○

納

入

場

所

東邦銀行坂下支店及び町金庫（役場内派出所）

大東銀行坂下支店

会津信用金庫坂下支店

会津商工信用組合会津坂下支店

会津よつば農業協同組合の町内各支店

個
人
番
号
カ
ー
ド
　
４ 

・
５
月

の
土
・
日
曜
日
交
付
し
ま
す

　
交
付
の
準
備
が
整
っ
た
方
か
ら

「
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
通
知
書
」

は
が
き
が
郵
送
さ
れ
ま
す
。
交
付
は

予
約
制
で
す
。

▼
交
付
場
所
　
生
活
課
　
戸
籍
環
境
班

▼
交
付
時
間

　
月
曜
日
～
日
曜
日

※ 

第
３
土
曜
日
と
そ
れ
に
続
く
日
曜

日
、
祝
祭
日
を
除
く
。

▼
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

　
生
活
課
　
戸
籍
環
境
班

　
☎
84
―

１
５
０
０
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注　

意

第
５
回

ば
ん
げ
子
ど
も
フ
ェ
ス
タ

そ
の
他

糸
桜
里
の
湯
ば
ん
げ
よ
り

　
糸
桜
里
の
湯
ば
ん
げ
は
ゴ
ー
ル
デ

ン
ウ
ィ
ー
ク
中
も
休
ま
ず
営
業
し
ま

す
。

▼
休
館
日

　
毎
週
月
曜
日
は
定
期
休
館
日
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
糸
桜
里
の
湯
ば
ん
げ
管
理
運
営

　
春
日
八
郎
思
い
出
館
管
理
運
営

　
㈱
会
津
ば
ん
げ
公
共
サ
ー
ビ
ス

　
☎
83
―

１
３
４
４

催
し
・
講
座

　
ば
ん
げ
の
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を

祝
い
、
交
流
の
遊
び
場
を
つ
く
り
ま

す
！

　
た
く
さ
ん
の
遊
び
が
み
な
さ
ん
を

待
っ
て
い
ま
す
。

▼
日
時

　
４
月
29
日
（
金
）

　
午
前
９
時
～
正
午

▼
場
所
　
町
民
体
育
館

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
中
央
公
民
館

　
☎
83
―

３
０
１
０

年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉

給
付
金
の
申
請

　
４
月
14
日
か
ら
「
年
金
生
活
者
等

支
援
臨
時
福
祉
給
付
金
」
の
申
請
受

付
を
し
ま
す
。

　
な
お
、
該
当
さ
れ
る
方
に
は
４
月

上
旬
に
申
請
書
を
郵
送
し
ま
す
。

▼
支
給
対
象
者

　
平
成
27
年
度
の
臨
時
福
祉
給
付
金

対
象
者
で
、
平
成
28
年
度
中
に
65
歳

以
上
に
な
る
方
が
対
象
で
す
。

　
た
だ
し
、
次
の
要
件
に
該
当
す
る

方
は
除
き
ま
す
。 

○ 

住
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
方
の

扶
養
に
な
っ
て
い
る
。

○
生
活
保
護
の
受
給
者
で
あ
る
。

▼
支
給
額

　
１
人
に
つ
き
　
３
万
円

▼
申
請
先

　
生
活
課
　
福
祉
健
康
班
（
③
窓
口
）

▼
申
請
期
間

　
４
月
14
日（
木
）～
7
月
13
日（
水
）

▼
提
出
書
類

○ 

年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給

付
金
申
請
書
（
請
求
書
）

○ 

本
人
確
認
書
類(

運
転
免
許
証
、

保
険
証
な
ど
の
写
し)

、
通
帳
の

写
し

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
生
活
課
　
福
祉
健
康
班

　
☎
84
―

１
５
２
２

▼
消
火
器
を
使
う
と
き
は
…

① 

ま
ず
、「
火
事
だ
ー
！
」
と
大
声

で
叫
ぶ
。

②
消
火
器
の
安
全
ピ
ン
を
抜
く
。

③ 

消
火
器
を
持
っ
て
２
メ
ー
ト
ル
ほ

ど
手
前
の
位
置
ま
で
移
動
す
る
。

④ 

ホ
ー
ス
の
先
端
を
消
火
器
か
ら
外

し
、
火
元
へ
む
け
る
。

⑤
レ
バ
ー
を
強
く
握
っ
て
噴
射
す
る
。

⑥ 

炎
の
先
端
で
は
な
く
燃
え
て
い
る

物
に
、
箒
で
掃
く
よ
う
に
噴
射
す

る
。

▼
注
意
事
項

会
津
坂
下
消
防
署
よ
り

○ 

噴
射
時
間
は
約
13
秒
あ
る
の
で
慌

て
ず
に
消
火
し
て
く
だ
さ
い
。

○ 

て
ん
ぷ
ら
火
災
な
ど
の
場
合
は
、

鍋
に
直
接
か
け
ず
壁
に
噴
き
か
け

反
射
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

○
使
用
期
限
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

消
防
職
員
を
名
乗
り
、
消
火
器
の

交
換
を
し
て
、
料
金
を
請
求
す
る

事
件
が
増
え
て
い
ま
す
。
消
防
職

員
が
直
接
消
火
器
を
販
売
す
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
十
分
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
会
津
坂
下
消
防
署

　
☎
83
―

４
１
０
０

会
津
坂
下
警
察
署
よ
り

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
の
架
空
請
求

詐
欺
に
ご
用
心

　
２
月
中
、
南
相
馬
市
に
お
い
て
、

30
歳
代
女
性
が
有
料
サ
イ
ト
の
架
空

請
求
に
よ
り
、
約
２
５
０
０
万
円
を

だ
ま
し
取
ら
れ
る
被
害
が
あ
り
ま
し

た
。

　
一
般
的
な
手
口
は
、
携
帯
電
話
に

「
有
料
サ
イ
ト
の
利
用
料
が
未
納
」

「
退
会
手
続
が
さ
れ
て
い
な
い
」
な

ど
の
理
由
で
料
金
の
請
求
が
あ
り
、

「
支
払
わ
な
け
れ
ば
、
民
事
訴
訟
を

提
起
す
る
。」「
資
産
差
し
押
さ
え
の

強
制
執
行
を
す
る
。」
な
ど
と
不
安

を
あ
お
る
文
言
と
「
支
払
う
意
思
が

あ
る
場
合
や
紛
争
処
理
を
望
む
方
は

㈱
△
△
△
　
電
話
○
○
―
※
※
※
※

―
×
○
×
○
に
連
絡
す
る
こ
と
」
な

ど
と
記
載
さ
れ
た
メ
ー
ル
が
送
信
さ

れ
て
く
る
も
の
で
す
。

　
連
絡
先
の
電
話
番
号
に
連
絡
す
る

と
、
相
手
か
ら
料
金
や
和
解
金
な
ど

の
名
目
で
お
金
を
請
求
さ
れ
、
振
込
、

宅
急
便
、
コ
ン
ビ
ニ
の
電
子
マ
ネ
ー

な
ど
に
よ
る
支
払
を
要
求
さ
れ
ま
す
。

　
要
求
に
応
じ
て
支
払
を
す
る
と
す

ぐ
に
「
別
な
サ
イ
ト
利
用
料
金
が
未

納
に
な
っ
て
い
た
。」
と
次
々
に
架

空
の
料
金
な
ど
を
請
求
さ
れ
る
と
い

う
も
の
で
す
。

融
資
保
証
金
詐
欺
に
注
意
！

　
２
月
中
に
、
会
津
坂
下
警
察
署
管

内
に
お
い
て
、
融
資
名
目
に
保
証
金

を
要
求
さ
れ
、
約
１
７
０
万
円
を
だ

ま
し
取
ら
れ
る
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。

手
口
は
、
事
業
所
な
ど
に
融
資
名
目

の
フ
ァ
ッ
ク
ス
や
メ
ー
ル
が
送
信
さ

れ
、
申
込
書
を
送
信
す
る
と
、
電
話

で
「
保
証
金
を
振
り
込
ん
で
ほ
し
い
」

な
ど
と
要
求
さ
れ
て
、
個
人
名
の
口

座
に
お
金
を
振
り
込
み
だ
ま
し
取
ら

れ
た
も
の
で
す
。
今
後
も
、
マ
イ
ナ

ス
金
利
政
策
を
悪
用
し
た
融
資
保
証

金
詐
欺
の
発
生
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

会津坂下町内街頭犯罪等発生状況		(平成28年２月中)

区　分 管内 会津坂下町 区　分 管内 会津坂下町

強 盗 自販機ねらい

空き巣ねらい 1 1 車 上 ね ら い 1 1

忍 び 込 み ひ っ た く り

事 務 所 荒 し 部 品 ね ら い

出 店 荒 し 強制わいせつ

自 動 車 盗 1 街頭犯罪合計 4 3

オートバイ盗 その他刑法犯等 13 9

自 転 車 盗 1 1 全 刑 法 犯 17 12

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
会
津
坂
下
警
察
署

　
☎
83
―

３
４
５
１

暮
ら
し
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注
　
意

○申し込みは原則、�土・日・祝日を除く

　午前8時30分～午後5時15分

○費用・料金等の記載のないものは無料

○�「申込」�の記載があるものは事前に申し込みが必要

すこやかキッズ

４月14日(木)

午前10時～　　　

　　　　11時30分 場　健康管理センター

問　☎	83―1000

対　１歳～幼稚園入園前の子どもと保護者

持　オムツ・飲み物

内　読み聞かせ・楽しく遊ぼう

５月19日(木)

午前10時～　　　

　　　　11時30分

対　０～１歳の子どもと保護者

持　オムツ・ミルク・飲み物

内　ふれあい遊び

杉の糸桜まつり
４月23日(土)

　・	24日(日)

午前10時～午後３時

場　杉の糸桜

問　(一社)会津坂下町観

　　光物産協会

　　☎ 83―2111

内　会津五桜の一つ杉の糸桜前にて町の物産

　　品販売を行います。

人権・行政

合同相談会

５月６日(金)

午前10時～　　　

　　　　午後３時

場　町民体育舘

問　生活課　戸籍環境班

　　☎ 84―1500

　　坂下コミュニティセンタ－

　　☎ 83―0522

内　暴力をふるわれたなど、人権に関するこ

　　とや役所などへの苦情や問題などの相談

　　に応じます。

平成28年度

聴覚障がい者

巡回相談会

５月17日(火)

場　地域福祉交流センター

　　（猪苗代町）

問　生活課　福祉健康班

　　（③窓口）

　　☎ 84―1522

対　○聴覚の障害者手帳を所持している方

　　○手帳は所持していないが、耳の聞こえ

　　　が悪いまたは耳の病気が疑われる方

　　※	判定会は予約制になりますので１か月

前までにご連絡ください。

10月25日(火)

場　やないづふれあい館

　　（柳津町）

問　生活課　福祉健康班

　　（③窓口）

　　☎ 84―1522

10月27日(木)

場　地域福祉交流センター

　　（猪苗代町）

問　生活課　福祉健康班

　　（③窓口）

　　☎ 84―1522

平成28年度

肢体不自由者

巡回相談会

５月18日(水)

７月20日(水)

９月21日(水)

11月16日(水)

12月14日(水)

場　生涯学習総合センター

　　会津稽古堂

　　（会津若松市）

問　生活課　福祉健康班

　　（③窓口）

　　☎ 84―1522

対　主に補装具などを必要とする肢体不自由

　　者の方

　　※	判定会は予約制になりますので１か月

前までにご連絡ください。

つくしんぼ教室
５月～３月

年11回程度(月１回)

平日の午前中

場　中央公民館ほか

問　教育課　社会文化班

　　（中央公民館内）

　　☎ 83―3010

内　親子のふれあいや伝統行事などの体験学習

費　1,000円(子ども１人につき)

対　町内に住む入園前の幼児とその保護者

申　５月13日(金)まで

平成28年度
文化財講座
『坂下学講座』

５月～10月のうち

月１回程度

(全５回予定)

問　教育課　社会文化班

　　（中央公民館内）

　　☎ 83―3010

対　町内に住む20歳以上の方

内　会津坂下町の歴史・文化などを学ぶ講座

申　４月28日(木)まで

場＝場所　問＝問い合わせ　内＝内容　期＝期日　費＝参加費　対＝対象者　申＝申込　持＝持参品

事　業　名 日　　時
開　催　場　所

申込 ･問い合わせ先
備　　　　　　考
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【問】国民健康保険加入者の０歳～18歳までと妊産婦の医療費の窓口負担は“０割”です。

　 　さて、この場合、医療費は「無料」なのでしょうか（誰が支払っているのでしょうか）？

【答】「無料」ではありません（国民健康保険加入者みんなで支払っています）。

【問い合わせ先】　生活課　保険年金班　（④窓口）　☎８４－１５０１

医療費「無料」は「無料じゃない」?!

窓口での負担が無い代わりに、国保税などで負担しています

　町の子育て支援策の一環として、医療機関の窓口では医療費を支払わなくてもいいようにして

いるので「無料」のように思えます。ですが、医療費そのものは決して「無料」にはなりません。

医療費全体でみれば、「無料」とした分も含めて窓口負担分を除く全額が国保に請求され、医療

機関へ支払っているのです。

医療を受ける	⇒	国保負担も増える	⇒	国保税も高くなる

　医療を受けた分は確実に医療費が掛かり、医療を多く受ければ医療費も当然増えます。掛かった医

療費は「無料」とはなりませんから、医療機関の窓口で直接支払わない分も含めて後に国保税などに

より医療機関へ間接的に支払っているに過ぎません。

　必要な医療を受けて健康を保つことはもちろん大切です。しかし、安易に受診するいわゆる“コン

ビニ受診”が誘発され、医療費増加の一因になっているとする厚生労働省などの指摘もあります。こ

のようなことになっては子育て支援の目指すところからも逸れてしまいます。国民的課題でもある医

療費増加を抑えるために無用な医療を無くし、日頃から健康を保つよう努めることも大切です。

国民健康保険の保険税は以下のような軽減措置を受けられる場合があります。

所得が一定基準以下の場合

　世帯の前年所得により、保険税の均等割額と平等割額が軽減（２割・５割・７割）されます。

　これは住民税の申告を基に判定しますので、必ず税務署や町役場（税務管理班）での申告が

必要となります（同居家族の扶養家族の場合など申告が不要なものもあります）。

非自発的失業者（会社の倒産や解雇など自ら望まない形で離職した方）の場合

　前年中の給与所得を30/100とみなして保険税を算定します。

　65歳未満の方で要件を満たす方は町役場（保険年金班）で申請が必要です。

※医療費自体は同額で、国保税などからの支払額が変わります。

国保税

など

国民健康保険

加入者など

国民健康保険のしくみ

医療機関

医療費

10,000円
の場合

3割負担の方

0割負担の方

3,000円

0円

7,000円

10,000円
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4 月の保健ガイド
健康管理センター　☎83－1000

2/21 ～ 3/20届出分

戸籍の窓口

※　上記については、保護者・ご親

　族に同意を得て掲載しています。

　掲載を希望されない方は�「戸籍の

　届書」�を提出する際に、担当に申

　し出てください。�

４月13日(水) ～４月27日(水)までの情報をお知らせします。

町の人口と世帯（３月１日現在）

人　口………16,113人（－11）

　男　………��7,705人（－ 9）

　女　………��8,408人（－ 2）

世帯数………��5,428戸（＋ 5）

今月の納税【納期限５月２日(月)】

●固定資産税

●住宅使用料

●児童福祉負担金

●上･下水道･農業集落排水使用料

【休日の水道修理当番】 休日は下記に問い合わせください。

建設課　上下水道班　☎ 84―1530

乳幼児健康診査
場　　所　健康管理センター
持 参 品　母子健康手帳・乳幼児健康管理手帳
受付時間　午後１時～１時20分

事　業　名 月　日 対　　象　　者

３歳６か月児 ４月21日（木） 平成24年10	・	11月生

休日救急診療当番
	 ※	変更になる場合があります。

４月24日（日） 荒井医院 ☎83―2224

救　急　病　院
坂下厚生総合病院 ☎83―3511

月　日 数値

３月１日 0.068 調査地点 数値 調査地点 数値

２月１日 0.059 坂 下 中 学 校 0.080 坂下南幼稚園 0.100

１月１日 0.061 坂下南小学校 0.100 坂下東幼稚園 0.096

12月１日 0.062 坂下東小学校 0.096 ばんげ保育所 0.061

11月１日 0.066 託児ルーム もみの木 0.067 えくぼ遊育園 0.089

【役場周辺】 【学校等における測定結果（３月３日）】

マイクロシーベルト／時

▼問い合わせ先　総務課　危機管理班　☎84―1527

放射線量測定結果

お誕生おめでとう

地　区 　 名　前　　  （保護者）

新　町　酒井　透
と う ま

真（卓也・幸子）

勝　方　小柳　　悠
はる

（敬司・美佳）

窪　倉　石見　光
み つ き

希（一詞・美穂）

　原　　坪井　　蘭
らん

（一朗・望美）

和　泉　小野　愛
あ い り

莉（勝彦・瑛子）

上　町　大堀　桃
も も こ

子（貴久・優）

三　谷　佐々木結
ゆ め

芽（歩岳・恵美）

哀悼の意を表します

茶屋町 新井田　富士夫 （76歳）

杉　山 二　瓶　新　栄 （71歳）

五　香 板　橋　清　子 （83歳）

沼　越 湯　浅　キタノ （91歳）

古坂下 岡　本　喜　照 （56歳）

橋　本 大　井　光　雄 （91歳）

桜木町 井　上　悌　子 （87歳）

五　香 杉　原　靜　子 （86歳）

金　上 樋　口　キ　ノ （92歳）

本　町 佐　藤　克　子 （82歳）

古坂下 鈴　木　正　志 （86歳）

細工名 谷　津　俊　夫 （88歳）

新　町 山　内　コハル （90歳）

※平成27年国勢調査の結果をもとに集計しています。

　坂下東幼稚園の預かり保育でにっこり

さんを見つけました！

お気に入りのおもちゃで遊ぶのが大好き！

「一緒に遊ぼう！」と素敵な笑顔で誘って

くれました！
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